
8かまいし市議会だより
第１８４号

議
員　
釜
石
の
有
効
求
人
倍

率
は
０
・
69
倍
と
い
う
状
況
。

働
き
た
い
人
よ
り
も
求
人
が
少

な
い
現
実
が
あ
る
。
背
景
に
は

物
価
高
騰
、
原
材
料
高
、
最
低

賃
金
の
上
昇
、
実
質
賃
金
の
低

下
な
ど
外
部
環
境
の
影
響
が
あ

る
。
企
業
が
雇
用
を
広
げ
ら
れ

な
い
状
況
に
あ
る
。
一
方
で
製

造
品
出
荷
額
は
１
５
８
１
億
円

（
令
和
５
年
度
）
と
沿
岸
最
大

規
模
で
あ
り
、
港
湾
と
高
速
道

路
の
両
方
を
活
用
で
き
る
構
造

を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
強
み
を

政
策
と
し
て
ど
う
伸
ば
し
、
雇

用
拡
大
に
つ
な
げ
る
の
か
。  

市
長　
企
業
誘
致
は
産
業
政

策
の
中
核
を
な
す
極
め
て
重
要

な
施
策
で
あ
る
。
既
存
立
地
企

業
の
新
た
な
事
業
展
開
の
後
押

し
や
工
場
拡
張
に
向
け
た
支
援

な
ど
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め

て
き
た
。
港
湾
機
能
と
物
流
特

性
を
生
か
し
た
誘
致
活
動
を
推

進
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
を
戦

略
的
に
推
進
し
、
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
げ
る
。 

議
員　
既
存
誘
致
企
業
16
社

の
安
定
と
拡
張
が
重
要
。
撤
退

を
防
ぎ
、
追
加
投
資
と
雇
用
拡

大
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
。

伴
走
支
援
の
強
化
と
新
規
誘
致

の
推
進
に
つ
い
て
、
戦
略
や
目

標
は
。

市
長　
こ
れ
ま
で
は
そ
の
都

度
対
応
し
て
き
た
が
、
行
動
規

範
と
当
面
の
目
標
を
定
め
て
い

る
。
既
存
企
業
へ
の
伴
走
支
援

の
強
化
に
加
え
、
新
規
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
企
業

訪
問
を
通
じ
て
信
頼
関
係
を
構

築
し
、
操
業
維
持
と
拡
大
を
支

援
し
て
い
る
。

議
員　
市
の
人
員
体
制
は
十

分
か
。
今
後
の
業
務
量
を
踏
ま

え
れ
ば
体
制
強
化
が
必
要
で
は

な
い
か
。  

総
務
企
画
部
長　

職
員
数
は
減

少
し
て
お
り
、
限
ら
れ
た
人
員

の
中
で
業
務
を
進
め
て
い
る
。

重
点
分
野
へ
の
人
員
配
置
を
行

い
な
が
ら
、
全
庁
的
な
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
必
要
な
体
制
を
検
討

し
て
い
る
。

一 般 質 問

議
員　
人
を
増
や
す
前
に
仕

事
の
や
り
方
を
見
直
し
、
時
間

を
生
み
出
す
べ
き
。
年
間
約

65
万
時
間
の
中
で
業
務
を
見
直

し
、
戦
略
に
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
べ
き
。
Ｄ
Ｘ
に
よ
り
業

務
を
見
直
し
、
人
的
資
源
を
再

配
分
す
べ
き
。

総
務
企
画
部
長　

業
務
の
可
視

化
は
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

業
務
可
視
化
ツ
ー
ル
の
試
験
導

入
を
予
定
し
て
い
る
。
業
務
の

見
直
し
と
効
率
化
を
進
め
、
人

的
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
。

業
務
改
善
を
積
み
重
ね
、
生
産

性
向
上
に
つ
な
げ
る
。

企
業
誘
致
に
係
る
市
の
組
織
体
制
は

全
庁
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
体
制
を
検
討 

質 問 項 目

発展を望む釜石港

菊 地 広 隆
（創政会）

・企業誘致に係る市の
組織体制について
・行政ＤＸの推進と業
務再設計による時間創
出について

（文責本人）

菊地議員の動
画はこちら


